


和暦 西暦 出来事
天正11年 1583 徳川領の最前線として築城

天正13年 1585 第一次上田合戦　徳川軍の攻撃を退ける

天正18年 1590
豊臣秀吉の天下統一
　 この頃大改修が行われたと
考えられている。

慶長５年 1600

第二次上田合戦
　 上田城に真田昌幸、信繁 (幸
村 ) が籠もり、徳川秀忠軍を
退ける。

関ケ原の戦い
　 合戦後、昌幸・信繁が高野
山に配流。上田城は壊され、
真田信之が入る。

元和８年 1622 信之、松代へ移る。代わりに小諸から仙石忠政が入る。

寛永３年 1626 復興工事に着手

寛永５年 1628 忠政没。工事は中断。その後再開されることはなかった。

宝永３ 1706
仙石氏が出石 ( 兵庫県豊岡市 )
へ移る。代わりに出石から松
平氏が入る。

明治７年 1874 払い下げ開始。櫓や石垣等が順次解体される。

昭和24年 1949 移築されていた櫓が南櫓・北櫓に再移築。

平成２年 1990 二の丸北虎口石垣修復

平成６年 1994 本丸東虎口櫓門復元








